
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究 

第
三
号
抜
刷

発
行　
　
　
　

二
〇
一
〇
年
四
月
三
〇
日

「
同
人
界
の
論
理
」

―
行
為
者
の
利
害 - 
関
心
と
資
本
の
変
換 

―

七
邊
信
重
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一
　
問
題
設
定

　

同
人
誌
即
売
会
と
は
、個
人
や
グ
ル
ー
プ
が
制
作
し
た
マ
ン
ガ
同
人
誌
・
ゲ
ー

ム
・
音
楽
な
ど
を
売
買
す
る
場
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
に
第
一
回
大
会
が
開
催

さ
れ
た
同
人
誌
即
売
会
、「
コ
ミ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
以
下
コ
ミ
ケ
ッ
ト
）」
は
、

現
在
で
は
年
二
回
開
催
さ
れ
、
一
回
の
参
加
者
が
五
五
万
人
を
越
え
る
大
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ケ
ッ
ト
以
外
に
も
、
年
一
〇
〇
〇
回
以
上

の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
同
人
誌
即
売
会
が
、
週
末
を
中
心
に
全
国
で
開
催
さ
れ
て

い
る
。
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
・
音
楽
を
作
り
た
い
、
そ
れ
を
多
く
の
仲

間
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た
い
、
見
た
い
と
考
え
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
人
々

は
日
本
だ
け
で
百
万
人
に
及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

即
売
会
参
加
者
か
ら
プ
ロ
作
家
に
な
る
者
、
商
業
化
さ
れ
る
作
品
も
多
く
、

ま
た
、コ
ミ
ケ
ッ
ト
（
イ
ベ
ン
ト
一
回
の
経
済
規
模
が
五
〇
億
円
と
言
わ
れ
る
）

や
同
人
誌
販
売
書
店
等
の
売
り
上
げ
を
合
わ
せ
る
と
、
同
人
市
場
の
規
模
は
、

二
七
七
．
三
億
円
（
二
〇
〇
七
年
）
に
な
る
（
メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト 2007: 

61
）。
近
年
で
は
、
同
人
界
の
人
的
資
源
形
成
機
能
や
、
商
業
コ
ン
テ
ン
ツ
へ

の
附
加
価
値
形
成
機
能
を
分
析
す
る
経
済
学
的
・
産
業
論
的
研
究
も
行
わ
れ
て

い
る
（
中
村
・
小
野
打 2006; 

出
口
・
田
中
・
小
山 2009; 

七
邊 2009

）。

同
人
界
の
経
済
効
果
を
研
究
対
象
と
す
る
経
済
学
的
・
産
業
論
的
分
析
に
対
し
、

文
化
社
会
学
や
文
化
研
究
は
、「
同
人
」（

1

）
と
呼
ば
れ
る
行
為
者
、
と
り
わ

け
サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
意
識
や
実
践
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
は

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
的
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
の
「
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
／
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
概
念
な
ど
を
用

い
、
男
性
間
の
「
友
情
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
「
恋
愛
」
に
読
み
替
え

る
（
二
次
創
作
す
る
）
と
い
っ
た
、
メ
デ
ィ
ア
作
品
に
対
す
る
サ
ー
ク
ル
参
加

者
の
独
特
の
読
み
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
（
小
林 1999; 

金
田 2000; 

笠
間 

2001; 

永
井 2002; 

村
瀬 2003; 

吉
田 2005

）。
二
つ
目
は
、
参
加
者
の
意
味
世

界
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
人
界
へ
の
参

加
が
も
た
ら
す
心
理
的
影
響
（
満
足
感
、
恥
ず
か
し
さ
な
ど
）
に
つ
い
て
、
社

会
心
理
学
的
な
観
点
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
（
森
山 1998; 

瀬
崎 2003; 

山

田 2003; 

七
邊 2006

）。
三
つ
目
は
、
参
加
者
間
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
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的
に
自
律
し
た
、
社
会
的
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
＝
界
か
ら
成
立
す
る
。
あ
る
界
に

は
、
他
の
界
を
統
御
し
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
必
然
性
に
は
還
元
さ
れ
な
い
、

特
殊
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
必
然
性
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
経
済
界
は
経
済
的

利
害
‐
関
心
で
動
く
一
方
、
芸
術
界
は
物
質
的
利
潤
の
法
則
を
否
定
・
転
倒
し

（
4

）、
非
経
済
的
利
害
‐
関
心
に
基
づ
い
て
動
く
と
さ
れ
る
。
界
に
関
心
（
＝

利
害
）
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
界
（
社
会
的
ゲ
ー
ム
）
の
賭
け
金
が
大

事
で
あ
り
、
追
い
求
め
る
こ
と
に
同
意
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
界
に

特
有
の
賭
け
金
に
対
す
る
行
為
者
の
関
心
は
、
界
が
成
立
す
る
た
め
の
条
件

で
あ
る
と
と
も
に
、
界
へ
の
参
加
の
結
果
で
あ
る
（B

ourdieu &
 W

acquant 
1992=2007: 131-2, 153-155

）。

　

ブ
ル
デ
ュ
ー
の
理
論
・
研
究
法
は
、
多
様
な
社
会
現
象
の
分
析
に
お
い
て
遭

遇
し
た
、
理
解
不
能
の
デ
ー
タ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
そ
の
都
度
鍛
え
上
げ

ら
れ
た
、経
験
的
研
究
の
実
用
的
道
具
で
あ
る
（

5

）。
ま
た
そ
の
理
論
は
、界
・

利
害
‐
関
心
・
資
本
と
い
っ
た
体
系
的
・
有
機
的
に
連
関
し
た
概
念
と
、
カ
ッ

シ
ー
ラ
ー
や
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
ら
の
関
係
論
的
な
科
学
哲
学
に
基
づ
い
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
現
象
、「
界
」
の
比
較
分
析
が
可
能
で
あ
る
（
ブ
ル
デ
ュ
ー

や
彼
の
影
響
を
受
け
た
世
界
各
地
の
研
究
者
に
よ
る
経
験
的
研
究
か
ら
、
そ
の

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
）。
本
稿
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
、
文
化
生
産
の
界

に
関
す
る
分
析
を
主
に
利
用
し
、
日
本
の
「
同
人
界
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
と
り

わ
け
行
為
者
が
界
の
中
で
抱
く
利
害
‐
関
心
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
解
明
を
試

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
二
　
事
例
と
調
査
方
法

　

一
章
で
述
べ
た
通
り
、
同
人
誌
即
売
会
と
は
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
が
制
作
し

た
同
人
誌
・
同
人
ゲ
ー
ム
等
を
売
買
す
る
場
で
あ
る
。
同
人
誌
を
制
作
し
た
参

加
者
た
ち
（
サ
ー
ク
ル
参
加
者
、
ま
た
は
単
に
サ
ー
ク
ル
と
呼
ば
れ
る
）
は
、

主
催
団
体
に
参
加
費
を
払
っ
て
自
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
そ
こ
で
作
品
を
頒
布

す
る
。
そ
し
て
そ
の
サ
ー
ク
ル
の
作
品
を
求
め
て
、
多
く
の
人
び
と
が
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
。

　

筆
者
は
同
人
誌
即
売
会
等
に
お
い
て
、
二
〇
〇
三
年
八
月
か
ら
二
〇
一
〇
年

一
月
ま
で
サ
ー
ク
ル
・
ス
タ
ッ
フ
・
一
般
参
加
者
と
し
て
参
与
観
察
を
実
施
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ツ
を
作
成
し
て
き
た
。
ま
た
、同
人
誌
制
作
者
一
〇
名（
一
〇

サ
ー
ク
ル
）、
同
人
ゲ
ー
ム
制
作
者
六
九
名
（
四
八
サ
ー
ク
ル
）
に
対
面
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
質
問
を
、

一
人
も
し
く
は
複
数
人
で
行
い
、「
制
作
の
目
標
」「
同
人
と
商
業
の
違
い
」
な

ど
に
関
す
る
回
答
を
得
て
き
た
。

　

同
人
界
の
価
値
、
界
に
お
け
る
行
為
者
の
意
識
や
実
践
の
多
様
性
と
そ
の
決

定
要
因
（
資
本
の
総
量
と
比
率
、
社
会
的
経
歴
）
を
解
明
す
る
と
い
う
問
題
意

識
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
を
選
択
し
た
。
具
体
的
に
は
、

　
　
　

①
「
同
人
的
で
あ
る
」（
同
人
界
の
論
理
を
体
現
し
て
い
る
）
サ
ー
ク

　
　

ル
と
、「
同
人
的
で
な
い
」
サ
ー
ク
ル

　
　
　

②
知
名
度
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
と
、
知
名
度
の
な
い
中
小
サ
ー
ク
ル

　
　
　

③
（
同
人
ゲ
ー
ム
サ
ー
ク
ル
）
多
様
な
ゲ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ル
の
サ
ー
ク
ル

そ
の
効
果
（
主
に
表
出
的
効
果
）
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
（
七

邊 2005a; 
名
藤 2007

）。

　

こ
れ
ら
は
同
人
界
に
参
加
す
る
行
為
者
の
意
識
や
実
践
に
注
目
し
た
研
究
で

あ
り
、
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
当
該
現
象
の

記
述
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
同
人
界
が
他
の
社
会
圏
と
比
較
し
て
ど
う
い
う

点
で
特
徴
的
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、「
同
人
」
の
同
質
性
を
想
定

し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
同
人
誌
即
売
会
の
参
加
者
間
で
は
、
意
識
・
実
践

の
多
様
性
や
対
立
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
（

2

）、
む
し
ろ
こ
う
し
た
参
加
者

間
の
多
様
性
と
対
立
こ
そ
が
、
同
人
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
と
な
っ
て
い

る
。
ゆ
え
に
、こ
の
経
験
的
現
象
を
体
系
的
に
説
明
す
る
理
論
が
必
要
と
な
る
。

　

同
人
誌
即
売
会
に
参
加
す
る
行
為
者
の
意
識
や
実
践
の
多
様
性
や
対
立
を
分

析
し
た
試
み
と
し
て
は
、七
邊（2005b

）、金
田（2007
）が
あ
る
。
七
邊（2005b

）

は
、
社
会
集
団
論
の
枠
組
み
か
ら
、
こ
の
場
に
見
ら
れ
る
階
層
的
差
異
を
理
論

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
を
集
団
と
見
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
に
お

け
る
利
害
対
立
を
十
分
に
分
析
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
金
田
（2007

）
は
、

三
三
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
二
七
名
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
界
」「
文
化
資
本
」

と
い
う
概
念
を
用
い
て
、同
人
誌
の
場
が
文
化
資
本
を
投
資
す
る
闘
争
の
「
界
」

と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
愛
」「
技
術
」「
人

気
」
を
す
べ
て
「
文
化
資
本
」
概
念
で
説
明
す
る
な
ど
、
概
念
の
使
い
方
に
混

乱
が
見
ら
れ
る
（
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
用
法
に
倣
え
ば
、「
愛
」
を
利
害
‐
関
心
、「
技

術
」
を
文
化
資
本
、「
人
気
」
を
象
徴
資
本
と
い
う
概
念
で
説
明
す
る
の
が
適

切
で
あ
ろ
う
）。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
同
様
、
こ
の
界
が
、
他
の
界
と

比
較
し
て
ど
う
い
う
点
で
特
徴
的
で
あ
る
か
を
主
題
化
し
え
て
い
な
い
。
以
上

か
ら
、
同
人
界
の
特
異
性
、
行
為
者
間
の
意
識
・
実
践
の
多
様
性
と
対
立
、
そ

し
て
こ
れ
を
規
定
す
る
社
会
（
学
）
的
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に

理
論
的
か
つ
経
験
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
同
人
界
」
の
社
会
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
論
的
・
経
験

的
解
明
の
端
緒
と
し
て
、
同
人
界
の
論
理
（
価
値
、
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
）、
そ

こ
に
参
加
す
る
行
為
者
の
利
害
‐
関
心
（intérêt, interest

）、
文
化
資
本
・
象

徴
資
本
・
経
済
資
本
間
の
変
換
に
関
す
る
経
験
的
分
析
を
行
う
（

3

）。
数
十

名
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す
れ
ば
わ
か
る
が
、
同
人
界
の
特
徴
は
、

金
田
が
指
摘
す
る
通
り
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
が
文
化
生
産
の
「
界
」
の
特
徴
と
し
て

説
明
し
た
も
の
と
、
か
な
り
の
部
分
、
共
通
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
相
違
点
も

存
在
す
る
）。
そ
こ
で
、
本
稿
も
分
析
の
た
め
に
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
理
論
仮
説

を
選
択
す
る
。

　

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
社
会
現
象
の
関
係
論
的
分
析
の
た
め
に
、「
界
（cham

p, 
field

）」
と
い
う
概
念
を
物
理
学
か
ら
導
入
す
る
。
界
と
は
、「
位
置
の
間
の
客

観
的
諸
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、あ
る
い
は
布
置
構
造
」「
さ
ま
ざ
ま
な
位
置（
地

位
）
の
構
造
化
さ
れ
た
空
間
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
界
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ

の
位
置
の
特
性
は
、
こ
の
空
間
の
内
部
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か

に
依
存
し
、
位
置
を
占
め
て
い
る
者
の
特
質
に
か
か
わ
り
な
く
分
析
で
き
る
。

界
の
構
造
と
は
、
そ
こ
に
位
置
を
占
め
る
者
の
戦
略
を
方
向
づ
け
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
権
力
（
資
本
）
の
分
配
状
態
で
あ
る
。
資
本
に
は
、「
経
済
資
本
」

の
他
に
、
文
化
に
関
わ
る
有
形
・
無
形
の
所
有
物
（
知
識
、
技
能
な
ど
）
を
意

味
す
る
「
文
化
資
本
」、人
気
や
承
認
を
意
味
す
る
「
象
徴
資
本
」
な
ど
が
あ
る
。

界
に
参
加
す
る
行
為
者
は
、そ
の
界
の
特
定
資
本
（
賭
け
金
）
の
分
配
を
め
ぐ
っ

て
闘
争
す
る
と
い
う
（B

ourdieu 1980=1991: 143-153

）。

　

高
度
に
分
化
し
た
社
会
で
は
、
社
会
と
い
う
コ
ス
モ
ス
は
い
く
つ
か
の
相
対
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え
る
こ
と
」（41.5%

）
と
い
う
回
答
が
、「
多
種
多
様
な
表
現
が
許
容
さ
れ
て

い
る
こ
と
」（8.6%

）
と
い
う
公
式
目
標
に
近
い
回
答
や
、「
同
人
誌
を
多
く

販
売
で
き
る
こ
と
」（4.2%

）
と
い
う
経
済
的
理
由
に
基
づ
く
回
答
を
、
大
き

く
引
き
離
し
て
い
る
（
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
準
備
会
編 2005: 293-4

）。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
に
、

経
済
界
に
対
し
、
芸
術
界
と
同
人
界
は
、
非
経
済
的
・
象
徴
的
利
益
が
何
よ
り

も
追
求
さ
れ
る
点
で
は
共
通
す
る
。
し
か
し
、「
表
現
の
可
能
性
」
が
追
求
さ

れ
る
芸
術
界
に
対
し
、「
活
動
の
楽
し
さ
」
が
「
表
現
の
可
能
性
」
よ
り
も
優

先
さ
れ
る
点
で
、
同
人
界
に
は
独
特
の
特
徴
が
あ
る
。
第
二
に
、
サ
ー
ク
ル
参

加
者
の
活
動
の
目
的
、
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
る
利
益
は
、
ま
ず
は
「
活
動
自

体
の
楽
し
さ
」
で
あ
り
、
次
に
、「
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
（
仲
間

内
で
の
人
気
・
承
認
の
獲
得
）」
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
活
動
自
体
の
楽
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
七
邊
（2009, 2010

）

が
す
で
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
多
く
は
、

何
ら
か
の
手
段
（
た
と
え
ば
収
入
の
獲
得
や
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
の
手
段
）
の
た
め

で
は
な
く
、
趣
味
そ
れ
自
体
の
楽
し
さ
に
意
義
（
利
益
）
を
見
い
だ
し
て
、
趣

味
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
行
為
は
、同
人
界
の
論
理
（
規
範
）

に
叶
う
「
同
人
ら
し
い
」
行
動
（
同
人
と
し
て
望
ま
し
い
行
動
）
で
あ
る
と
見

な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（

9

）。

　

ま
た
、「
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
（
同
じ
趣
味
・
セ
ン
ス
を
共
有

す
る
仲
間
﹇
同
人
﹈
内
で
の
人
気
・
承
認
の
獲
得
）」
が
、
行
為
者
に
と
っ
て

重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
次

の
引
用
は
、
同
人
活
動
の
目
標
を
メ
ー
ル
で
尋
ね
た
時
の
Ａ
（
男
性
・
三
〇
代

前
半
・
お
誕
生
日
席
（
後
述
））
の
回
答
、
他
サ
ー
ク
ル
の
企
画
本
に
マ
ン
ガ

表２：コミケットの魅力（サークル） （単位：％）

自分の作品を他人に見てもらえること 41.5

お祭りのような雰囲気があること 21.3

日頃会えない友人・知人に会えること 13.1

コミケでしか入手できない同人誌など
があること

9.4

多種多様な表現が許容されていること 8.6

同人誌を多く販売できること 4.2

特にこれといった魅力はない 0.2

その他 1.7

表１　同人作品制作の理由 ( 単位：％ )

作品を作ることそれ自体が楽しいから 49.8

作品を人に見てもらえることが楽しい
から

27.1

主張や伝えたいメッセージがあるから 8.1

作品をきっかけに友人やファンを増や
すことができるから

7.0

アート活動・表現活動として 5.3

作品を販売することで収入を得ること
ができるから

0.8

その他 1.9

を
、
幅
広
く
選
択
し
た
。
こ
の
際
の
サ
ー
ク
ル
の
選
択
基
準
は
、
調
査
者
の
事

前
調
査
と
、
当
事
者
へ
の
「
同
人
的
で
あ
る
サ
ー
ク
ル
／
同
人
的
で
な
い
サ
ー

ク
ル
」
と
い
う
質
問
へ
の
回
答
、
共
同
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
た
者

（
ゲ
ー
ム
開
発
者
・
研
究
者
か
ら
の
推
薦
）、
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
人
界

の
論
理
を
体
現
し
て
い
る
人
々
と
、
そ
う
で
な
い
人
々
の
双
方
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
通
常
、「
同
人
」
と
は
サ
ー
ク
ル
・
ス
タ
ッ
フ
・
一
般
参
加
者
の
総

称
で
あ
る
が
、
本
研
究
が
照
準
を
合
わ
せ
る
の
は
サ
ー
ク
ル
参
加
者
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
筆
者
の
関
心
が
、
同
人
界
に
お
け
る
文
化
生
産
に
主
と
し
て
あ
る
た

め
で
あ
る
と
と
も
に
、
同
人
界
に
お
い
て
、
そ
の
意
識
や
行
為
の
「
同
人
ら
し

さ
」
が
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
や
す
い
の
が
、
サ
ー
ク
ル
参
加
者
で
あ
る
と
考
え

た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
当
事
者
の
意
見
は
、
そ
の
属
性
や
界
に
お
け
る
位
置

の
影
響
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
文
中
で
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
属

性
を
記
述
し
て
い
る
。

　
三
　
同
人
界
の
論
理
と
行
為
者
の
利
害
‐
関
心 

三
・
一
　
象
徴
的
利
益
の
追
求

　

同
人
界
に
参
加
す
る
行
為
者
の
目
標
（
利
害
、
関
心
）
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
く
前
に
、同
人
の
「
公
式
目
標
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
コ
ミ
ケ
ッ

ト
の
サ
ー
ク
ル
参
加
申
込
書
は
、「
コ
ミ
ケ
ッ
ト
の
理
念
と
目
的
」
を
次
の
よ

う
に
記
述
し
て
い
る
。

マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
小
説
及
び
そ
の
周
辺
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る

表
現
の
可
能
性
を
追
求

4

4

4

4

4

4

4

4

4

す
る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
同
人
誌
。
…
…
そ
れ
を

一
般
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
が
コ
ミ
ケ
ッ
ト
で
す
。
…
…
プ
ロ
ジ

ン
や
既
成
の
物
に
は
な
い
新
し
い
形
で
の
表
現
を
求
め
て
い
く
創
作
活

動
、
研
究
し
た
り
楽
し
ん
だ
り
す
る
フ
ァ
ン
活
動
を
行
う
人
た
ち
の
為

に
、
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
そ
れ
を
通
し
て
刺
激
を
与
え
て
い
く
活
性

剤
の
役
割
を
コ
ミ
ケ
ッ
ト
は
持
ち
ま
す
。（
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
準
備

会 2009

。
傍
点
は
以
下
記
載
が
な
い
限
り
筆
者
）

　

こ
の
文
章
は
、
同
人
誌
即
売
会
の
主
催
者
が
提
示
す
る
同
人
界
の
目
標
が
、

「
表
現
の
可
能
性
の
追
求
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
目
標
や
価
値

は
カ
タ
ロ
グ
に
も
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
同
人
誌
即
売
会
の
主
催
者
た
ち
が
イ

ベ
ン
ト
の
独
自
性
を
外
に
示
す
と
き
に
も
強
調
さ
れ
る
点
で
も
あ
る
（

6

）。

そ
れ
ゆ
え
、
即
売
会
主
催
者
が
こ
れ
を
界
の
「
公
式
目
標
」
と
し
て
想
定
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
現
在
、
制
作
者
た
ち
の
多
く
を
活
動
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
る
の
は
、

「
表
現
の
可
能
性
の
追
求
」と
い
う
、芸
術
至
上
主
義
的
な
公
式
目
標
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、「
活
動
を
楽
し
み
た
い
」「
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」「
評
価
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
っ
た
、「
非
経
済
的
・
象
徴
的
利
害
‐
関
心
」
で
あ
る
（

7

）。

　

そ
れ
を
裏
づ
け
る
の
が
、
サ
ー
ク
ル
参
加
者
を
含
む
、
コ
ミ
ケ
ッ
ト
参
加

者
を
対
象
と
し
た
調
査
の
結
果
で
あ
る
（

8

）。
サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
「
同
人

作
品
制
作
の
理
由
」
で
は
、「
作
品
を
作
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
楽
し
い
か
ら
」

（49.8%

）
や
、「
作
品
を
人
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
が
楽
し
い
か
ら
」（27.1%

）

が
、「
主
張
や
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
」（8.1%

）「
ア
ー
ト
、
表

現
活
動
と
し
て
」（5.3%

）
と
い
う
公
式
目
標
に
近
い
回
答
や
、「
作
品
を
販

売
す
る
こ
と
で
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」（0.8%

）
と
い
う
経
済
的

関
心
に
基
づ
く
回
答
を
、
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
コ
ミ
ケ
ッ
ト
の

最
大
の
魅
力
」
に
つ
い
て
の
質
問
で
も
、「
自
分
の
作
品
を
他
人
に
見
て
も
ら
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も
ち
ろ
ん
、「
仲
間
内
で
の
人
気
・
承
認
の
獲
得
」
と
い
う
関
心
を
あ
ら
か

じ
め
抱
い
て
、
同
人
誌
即
売
会
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
ろ
う
。
し
か
し

そ
の
反
面
、た
だ
作
る
こ
と
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

後
に
は
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
Ｄ
（
二
〇
代
後

半
・
女
性
・
島
中
）
の
よ
う
に
、
界
に
参
加
し
た
後
に
、
そ
う
し
た
利
害
‐
関

心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
ケ
ー
ス
も
、
ま
ま
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
13

）。

三
・
二
　
経
済
的
利
益
か
ら
の
距
離

　

前
節
で
は
、
同
人
界
に
参
加
す
る
行
為
者
に
と
っ
て
の
関
心
が
、
第
一
に
、

「
活
動
自
体
の
楽
し
さ
」
で
あ
り
、
第
二
に
、
自
分
の
知
識
や
技
能
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
作
品
を
「
多
く
の
仲
間
に
見
て
も
ら
う
こ
と
、認
め
て
も
ら
う
こ
と
」

（
14

）
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
非
経
済
的
・
象
徴
的
利
益
の
追
求
で
あ
る
こ

と
を
示
し
た
。
本
節
で
は
、
同
人
界
の
特
殊
な
論
理
の
特
徴
を
よ
り
詳
し
く
解

明
す
る
た
め
、
経
済
的
利
益
に
対
す
る
サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い

て
、
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
す
べ
て
が
、
非
経
済
的
・
象
徴
的
関
心
に
基
づ
い
て
、

同
人
界
に
参
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
人
誌
・
同
人
ゲ
ー
ム
制
作
の
目
標

を
、
経
済
的
利
益
の
獲
得
と
考
え
る
者
も
い
る
。
と
り
わ
け
、
同
人
ノ
ベ
ル

ゲ
ー
ム
の
制
作
者
に
は
、
販
売
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て
同
人
流
通
を
利
用
し
て

い
る
商
業
関
係
者
な
ど
、
経
済
的
関
心
か
ら
同
人
活
動
を
行
う
者
も
多
い
（
七

邊 2009

）。

　

し
か
し
、
非
経
済
的
・
象
徴
的
関
心
か
ら
同
人
界
に
参
加
す
る
者
の
多
く
は
、

経
済
的
利
益
を
追
求
す
る
者
を
低
く
評
価
す
る
。
同
人
ゲ
ー
ム
と
し
て
記
録
的

な
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
「
月
姫
」
の
制
作
者
の
次
の
言
葉
に
も
、
そ
う
し
た
評

価
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
好
き
な
も
の
を
や
る
の
が
同
人

の
本
来
な
ん
だ
か
ら
、
み
ん
な
熱

意
で
動
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
金

に
な
ら
な
い
か
ら
断
る
、
と
い
う

の
は
同
人
世
界
で
は
あ
ま
り
見
た

く
な
い
で
す
」（
奈
須
・
竜
騎
士

〇
七 2005: 344

）。

　

同
人
界
で
経
済
的
利
益
を
追
求

す
る
者
は
、
象
徴
的
利
益
を
追
求

す
る
者
か
ら
、「
商
業
的
」
で
あ

る
と
見
な
さ
れ
低
く
評
価
さ
れ

る
。
ま
た
、
象
徴
的
利
益
を
追
求

す
る
の
が
「
同
人
」
で
あ
る
の
に

対
し
、
経
済
的
利
益
を
追
求
す
る

の
は
「
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」
で
あ
る

と
定
義
し
、
後
者
を
否
定
的
に
評

価
す
る
人
も
い
る
。
さ
ら
に
は
、

商
業
活
動
を
し
な
が
ら
同
人
活
動

を
行
う
者
を
「
天
下
り
」
と
批

判
す
る
者
も
い
る
（
15

）。
ブ
ル

デ
ュ
ー
が
「
芸
術
界
」
に
適
用
し

た
図
式
（B

ourdieu 1994=2007: 

91
）
を
参
照
し
、
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
産

業
界
（
商
業
界
）
と
「
同
人
界
」
を
図
式
化
す
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
な
る
。

図１：エンタテイメント産業界（１）と同人界（２）
＋＝プラス極、支配的な位置、－＝マイナス極、被支配的な位置

を
投
稿
し
た
理
由
を
尋
ね
た
と
き
の
Ｂ
（
男
性
・
一
〇
代
後
半
・
島
中
）
の
回
答
、

同
人
ゲ
ー
ム
制
作
の
手
伝
い
で
経
済
的
報
酬
も
得
て
い
る
Ｃ
（
女
性
・
二
〇
代

前
半
・
島
中
）
に
将
来
の
希
望
を
尋
ね
た
時
の
回
答
で
あ
る
。

Ａ
：　

俗
っ
ぽ
い
で
す
が
、
多
く
の
人
に
認
め
ら
れ
る
事

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
販
売
部
数
や

壁
と
い
う
位
置
を
目
安
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
そ
の
も
の
を
目

標
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｂ
：　

そ
う
い
う
風
に
自
分
の
も
の
を
出
せ
て
、
ち
ょ
っ
と
で
も
知
っ
て

も
ら
え
る
な
ら
い
い
か
な
、
っ
て
思
っ
た
の
が
一
番
大
き
い
で
す
ね
。 

―
―
自
分
の
作
品
が
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
。 

Ｂ
：　

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
描
い
て
る
分
に
は
見
て
も
ら
い
た
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

で
す

し
。 

―
―
Ｃ
さ
ん
は
プ
ロ
と
し
て
お
仕
事
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
て
い
る
の

で
す
か
？ 

Ｃ
：　

最
終
目
的
は
プ
ロ
ゲ
ン
ガ
ー
で
す
（
10

）。
い
ず
れ
は
コ
ミ
ケ
で

4

4

4

4

も
壁
に
居
座
れ
る
ほ
ど
大
手
に
な
り
た
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
目
論
ん
で
い
ま
す
。

　

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
の
間
に
は
期
待
の
強
度
や
商
業
界
に
対
す
る
心
理
的
距
離
に

違
い
が
あ
る
が
（
11

）、
三
者
の
回
答
か
ら
は
、
サ
ー
ク
ル
参
加
者
た
ち
の
多

く
が
、
自
ら
の
知
識
や
技
能
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
自
分
の
表
現
を
、
多
く
の
人

に
見
て
も
ら
い
た
い
、
認
め
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
関
心
を
共
有
し
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
Ａ
と
Ｃ
の
回
答
中
に
あ
る
「
壁
」「
大
手
」
と
い
う
言

葉
に
注
目
し
た
い
。
同
人
誌
即
売
会
で
は
、
最
も
人
気
が
あ
り
行
列
が
で
き
る

「
大
手
」
サ
ー
ク
ル
が
会
場
外
周
の
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
前
」（
会
場
外
へ
の
出
入
口
）

や
「
壁
」
際
に
配
置
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
中
央
へ
向
か
っ
て
人
気
順
に
サ
ー
ク
ル

が
配
置
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ス
タ
ッ
フ
が
会
場
内
の
導
線
を
整
理
す
る
た
め
の
も

の
だ
が
、
他
方
で
、
同
人
界
に
お
け
る
参
加
者
の
地
位
を
、
目
に
見
え
る
形
で

示
し
て
も
い
る
。「
大
手
／
中
堅
／
小
手
／
ピ
コ
手
」、
あ
る
い
は
、「
シ
ャ
ッ

タ
ー
前
／
壁
／
偽
壁
／
誕
生
日
席
／
島
中
」
な
ど
、
仲
間
内
で
の
人
気
に
基
づ

く
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
（
た
だ
し
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
は
な

い
（
12

））、
サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
分
類
に
（
そ
し
て
参
加
者
自
身
の
、
界
に
お
け

る
自
己
の
現
在
位
置
の
認
識
に
）
用
い
ら
れ
て
い
る
（
阿
島
編 2003: 110-7

）。

　

コ
ミ
ケ
ッ
ト
準
備
会
の
前
代
表
で
あ
っ
た
米
澤
は
、「
同
人
仲
間
内
で
の
人

気
・
承
認
の
獲
得
」
と
い
う
関
心
が
、
参
加
者
の
活
動
を
方
向
づ
け
て
い
る

こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。「
そ
こ
﹇
同
人
界
﹈
で
は
、
マ
ン
ガ
や
ア

ニ
メ
と
い
う
、
世
間
が
い
う
子
ど
も
っ
ぽ
い
趣
味
は
、
逆
に
4

4

そ
れ
を
ど
こ
ま

で
究
め
る
か
に
よ
っ
て
ス
テ
ー
タ
ス
に
さ
え
な
り
う
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」（
米
澤 [1989]2000: 

127

）。
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
に
関
す
る
、
自
分
の
知
識
や
技
量
と
い
う
「
文
化
資

本
」
は
、
人
気
や
知
名
度
の
よ
う
な
「
象
徴
資
本
」
へ
と
変
換
さ
れ
、
界
に
お

け
る
位
置
（
ス
テ
ー
タ
ス
）
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

　

サ
ー
ク
ル
参
加
者
の
多
く
は
、
同
人
界
に
お
け
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
、
友
人

と
の
会
話
や
、
会
場
内
で
自
分
の
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
前
」

「
壁
」
サ
ー
ク
ル
へ
殺
到
す
る
人
の
流
れ
の
観
察
か
ら
体
験
す
る
。
そ
し
て
彼

ら
の
多
く
は
、「
自
分
が
作
っ
た
作
品
を
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い

た
い
」「
自
分
の
能
力
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
利
害
‐
関
心
に
動
機

づ
け
ら
れ
て
、
マ
ン
ガ
や
ゲ
ー
ム
の
制
作
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
同
人
界
に
お
け
る
「
賭
け
金
」、
稀
少
財
と
し
て
の
「
象
徴
資
本
」
へ

の
関
心
＝
信
仰
は
、
同
人
界
（
賭
け
金
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
る
闘
争
の
空
間
）

の
成
立
条
件
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
帰
結
で
あ
り
、
同
人
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。

（1）　　　　　　　　　　＋

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋

　　 　　　　　　　　　－

（2）　　　　＋
＋　　　　　　　　　    －
　　　　　  －

文化資本 経済資本
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Ｇ
の
発
言
か
ら
見
て
と
れ
る
の
は
、
彼
が
商
業
界
（
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
産

業
界
）
の
論
理
（
経
済
的
利
害
‐
関
心
）
を
同
人
界
に
持
ち
込
ん
で
い
る
こ
と

（
18

）、
同
人
界
よ
り
商
業
界
を
上
と
見
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｇ

に
見
え
て
い
な
い
の
は
（
あ
る
い
は
、
見
え
て
は
い
る
が
受
け
入
れ
て
は
い
な

い
の
は
）、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
参
加
者
に
と
っ
て
、
同
人
界
が
数
多
あ
る
流
通

の
一
つ
で
は
な
く
、「
活
動
自
体
の
楽
し
さ
」
と
「
同
人
仲
間
内
で
の
人
気
・

承
認
の
獲
得
」
と
い
う
象
徴
的
利
益
を
追
求
す
る
、
独
自
の
界
で
あ
る
、
と
い

う
点
で
あ
ろ
う
。
同
人
界
の
論
理
を
内
面
化
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
参
加
者
は
、

プ
ロ
に
な
る
（
商
業
界
に
参
入
す
る
）
こ
と
よ
り
も
、
象
徴
的
利
害
‐
関
心
を

経
済
的
利
害
‐
関
心
よ
り
も
高
く
評
価
す
る
同
人
界
の
評
価
基
準
に
よ
っ
て
、

仲
間
か
ら
評
価
、
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
同
人

界
を
利
用
し
な
が
ら
、
経
済
的
利
益
を
追
求
し
て
い
る
（
よ
う
に
見
え
る
）
Ｇ

は
、
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
共
同
で
制
作
し
て
い
た
友

人
が
い
な
く
な
り
、ま
た
ネ
ッ
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
作
品
（「
ひ

ぐ
ら
し
の
な
く
頃
に
」）
に
人
気
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
作
品
が
見

ら
れ
ず
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
失
っ
て
、
同
人
界
で
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
商
業
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｈ
（
二
〇
代
後
半
・
男
性
・
偽

壁
）
が
言
う
よ
う
に
、
立
ち
読
み
な
ど
で
他
人
の
評
価
が
（
対
面
で
）
は
っ
き

り
と
見
え
る
、
自
分
が
好
き
な
同
人
の
世
界
を
離
れ
、
商
業
界
に
足
を
踏
み
入

れ
る
こ
と
は
、
経
済
界
の
論
理
に
馴
染
ん
で
い
る
人
び
と
の
評
価
（
商
業
界>

同
人
界
）
と
は
異
な
り
、「
負
け
」
で
あ
る
（
あ
る
い
は
商
業
界
と
の
「
和
解
」

で
あ
る
）
と
い
う
複
雑
な
自
己
評
価
を
生
み
う
る
の
で
あ
る
。

三
・
三
　
象
徴
資
本
か
ら
経
済
資
本
へ
の
変
換

　

三
・
二
で
は
、同
人
界
の
論
理
が
、経
済
的
利
害
‐
関
心
を
否
定
的
に
評
価
し
、

象
徴
的
利
害
‐
関
心
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
、
こ
の
界
の
論
理
を
内
面
化

（
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
化
）
し
た
行
為
者
が
、
経
済
的
利
益
の
追
求
に
批
判
的
ス
タ
ン

ス
を
取
り
、「
活
動
自
体
の
楽
し
さ
」と「
同
人
仲
間
内
で
の
人
気
・
承
認
の
獲
得
」

と
い
う
象
徴
的
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
こ
で
指
摘
し
た
の
は
、
同
人
界
に
参
加
す
る
行
為
者
の
多
く
が
、
経
済
的

利
益
の
追
求
に
批
判
的
ス
タ
ン
ス
を
取
る
（
距
離
を
取
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
倣
い
、
社
会
的
行
為
者
た
ち
が
規
則
に

従
う
の
は
、
規
則
に
従
っ
た
方
が
従
わ
な
か
っ
た
場
合
よ
り
も
得
（
＝
利
益
）

に
な
る
か
ら
だ
、
と
説
明
し
て
い
る
（B

ourdieu &
 W

acquant 1992=2007: 
153

）。
同
人
界
の
論
理
（
象
徴
的
利
益
の
追
求
の
肯
定
、
経
済
的
利
益
の
追

求
の
否
定
）、
す
な
わ
ち
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
（
ギ
デ
ン
ズ
の
言
う
規
制
的
規
則

（G
iddens 1979=1989

））
に
、
参
加
者
が
従
う
、
あ
る
い
は
そ
の
表
明
を
行

う
の
は
、
し
ば
し
ば
、
そ
う
す
る
こ
と
で
（
象
徴
的
、
と
き
と
し
て
経
済
的
）

利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
（
七
邊 2009: 

46
）。
同
人
界
で
経

済
的
利
益
を
追
求
す
る
者
（「
商
業
同
人
」
と
呼
ば
れ
る
）、
そ
れ
を
助
長
す
る

者
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
行
為
や
発
言
（
た
と
え
ば
、「
同
人
界
で
の
儲
け
方
」

な
ど
）
に
、
サ
ー
ク
ル
参
加
者
は
し
ば
し
ば
、
対
面
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

批
判
を
表
明
す
る
。
こ
れ
は
彼
ら
が
、
同
人
界
の
論
理
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
の

出
来
事
を
分
類
・
評
価
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
表
明
に
よ
っ
て
、

彼
ら
が
「
同
人
」
で
あ
る
（
同
人
の
論
理
を
分
か
っ
て
い
る
人
間
で
あ
る
）
こ

と
を
示
す
た
め
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
行
為
に
よ
り
、
彼
ら
は
「
同
人
界
の

　

図
１
の
縦
方
向
は
、行
為
者
が
持
つ
資
本（
文
化
資
本
と
経
済
資
本
）の
総
量
、

横
方
向
は
資
本
の
比
重
（
両
資
本
の
比
率
）
で
あ
る
。
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト

産
業
界
（
商
業
界
）
で
は
マ
ス
に
売
れ
る
作
品
や
、
経
済
的
利
益
の
追
求
が
評

価
さ
れ
る
（
図
１
の
右
側
）。
こ
れ
に
対
し
、
同
人
界
は
ち
ょ
う
ど
裏
返
し
に
、

売
れ
る
も
の
を
作
る
よ
り
も
、
好
き
な
も
の
を
作
る
こ
と
、
表
現
面
・
技
術
面

で
独
創
的
な
も
の
を
作
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
資
本
が
象
徴
資
本

に
変
換
さ
れ
る
（
図
の
プ
ラ
ス
極
）。
彼
ら
と
て
、
売
れ
る
な
ら
売
れ
て
ほ
し

い
し
、
売
れ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
売
れ
る
こ
と

は
良
い
が
、
売
れ
線
（
流
行
ア
ニ
メ
の
ア
ダ
ル
ト
同
人
誌
・
同
人
ゲ
ー
ム
な
ど
）

を
狙
っ
て
作
る
こ
と
は
、「
商
業
的
」
で
あ
り
、「
同
人
的
」
で
は
な
く
、
低
く

評
価
さ
れ
る
（
16

）。

　

ま
た
、
商
業
活
動
を
し
つ
つ
同
人
界
に
入
っ
て
く
る
個
人
や
企
業
が
行
っ
て

い
る
サ
ー
ク
ル
は
、
そ
れ
が
公
開
さ
れ
る
と
マ
イ
ナ
ス
の
位
置
に
置
か
れ
や
す

い
。
委
託
販
売
シ
ョ
ッ
プ
の
Ｅ
（
三
〇
代
・
男
性
）
が
語
る
通
り
、
企
業
が
裏

に
い
る
と
「
金
が
欲
し
く
て
や
っ
て
い
る
」
と
思
わ
れ
、「
ど
ん
な
に
面
白
い

も
の
で
も
ま
ず
マ
イ
ナ
ス
か
ら
入
る
」。
そ
の
た
め
、
商
業
で
の
名
前
や
企
業

名
を
隠
し
て
活
動
し
て
い
る
者
（
17

）
や
、「
同
人
で
は
、
お
金
の
た
め
で
は

な
く
、
好
き
で
作
っ
て
い
る
」
と
い
う
姿
勢
を
戦
略
的
に
取
る
、
Ｆ
（
四
〇
代

前
半
・
男
性
・
シ
ャ
ッ
タ
ー
前
）
の
よ
う
な
者
も
多
い
。

　

プ
ロ
の
ゲ
ー
ム
開
発
者
で
あ
り
、
同
人
ゲ
ー
ム
界
で
「
商
業
的
」
と
指
摘
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
、
Ｇ
（
四
〇
代
前
半
・
男
性
・
偽
壁
。
図
１
の
同
人
界
の
右

上
の
位
置
に
存
在
）
は
、
彼
へ
の
批
判
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

Ｇ
：　
「
儲
か
っ
て
ま
す
」「
売
れ
ま
し
た
」
っ
て
い
う
と
、
い
き
な
り
叩

か
れ
る
ん
で
す
よ
、
何
だ
か
知
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
。「
儲
け
や
が
っ
て
」

み
た
い
な
ね
。
だ
か
ら
売
れ
て
も
、「
困
っ
て
ま
す
、
大
変
で
す
、
厳
し

い
で
す
、
死
に
そ
う
で
す
」
と
言
う
と
途
端
に
み
ん
な
優
し
く
な
る
ん
で

す
よ
ね
。 

―
―
同
人
制
作
者
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
あ
り
ま
す
か
。 

Ｇ
：　

ま
っ
た
く
同
人
は
な
い
で
す
ね
。
う
ち
は
同
人
か
ら
嫌
わ
れ
て
い

る
み
た
い
な
ん
で
。
同
人
の
人
達
か
ら
す
る
と
、
プ
ロ
は
来
る
な
、
み
た

い
の
は
あ
る
み
た
い
で
す
ね
。 

―
―
そ
の
分
、
自
分
た
ち
の
売
上
が
下
が
り
ま
す
か
ら
ね
。 

Ｇ
：　

た
ぶ
ん
ね
、
そ
の
感
覚
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

　

だ
か
ら
逆
に
、
お
ま
え
ら
が
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
か
売
り
た
い
と
思
っ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

て
ん
だ
っ
た
ら

4

4

4

4

4

4

、
負
け
犬
で
固
ま
ん
な
よ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
か
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
だ

か
ら
こ
っ
ち
側
が
「
ち
ょ
っ
と
会
お
う
か
」
と
か
「
一
緒
に
ご
飯
で
も
食

べ
ま
す
？
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
も
、
絶
対
乗
っ
て
こ
な
い
で
す
か

ら
。「
い
い
で
す
か
ら
」
み
た
い
な
。 

　

同
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
っ
て
い
う
か
、
同
人
の
フ
ァ
ン
サ
イ
ト
か
ら
も

の
す
ご
い
嫌
わ
れ
て
ま
す
。「
や
め
ろ
」
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
、「
出
て

け
」
み
た
い
な
。 

―
―
汚
さ
れ
る
と
か
そ
ん
な
感
じ
な
ん
で
す
か
。 

Ｇ
：　

汚
さ
れ
る
っ
て
い
う
よ
り
も
、
何
で
プ
ロ
で
や
っ
て
い
け
る
の
に

同
人
来
ん
だ
よ
み
た
い
な
。
同
人
で
プ
ロ
に
な
れ
な
い
人
た
ち
が

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
プ
ロ

4

4

に
な
る
た
め
に
頑
張
っ
て
る
ん
だ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
だ
か
ら
そ
れ
を
応
援
し
よ
う
み
た
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

な
意
気
込
み
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。 
―
―
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
よ
う
な
扱
い
で
す
か
。 

Ｇ
：　

そ
う
そ
う
、
だ
か
ら
プ
ロ
な
の
に
同
人
来
る
の
っ
て
、
ふ
ざ
け
ん

な
よ
と
い
う
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
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実
践
の
多
様
性
と
対
立
、
界
の
賭
け
金
を
得
る
た
め
の
参
加
者
の
戦
略
に
つ
い

て
、
理
論
的
か
つ
経
験
的
な
成
果
を
提
示
し
え
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

行
為
者
の
実
践
を
方
向
づ
け
る
、
文
化
資
本
の
身
体
化
の
過
程
（
22

）
や
、
行

為
者
の
意
識
・
実
践
・
表
現
と
、
資
本
の
比
率
（
図
１
の
同
人
界
の
横
方
向
）、

総
量
（
同
縦
方
向
（
23

））
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
考
察
で
き
な
か
っ

た
。
本
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
土
台
に
、
次
の
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
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テ
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Ｒ
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注

（
１
）　　

同
人
誌
即
売
会
に
参
加
す
る
行
為
者
（
サ
ー
ク
ル
参
加
者
（
自
主
製
作
物
の
生
産
者
）、

即
売
会
ス
タ
ッ
フ
、
一
般
参
加
者
）
は
、
一
般
に
「
同
人
」
と
呼
ば
れ
る
。
同
人
誌
即
売

会
で
使
わ
れ
る「
同
人
」と
い
う
言
葉
は
、当
事
者
た
ち
に
様
々
に
定
義
さ
れ
る
が
、「
仲
間
」

「
同
類
」
と
い
う
抽
象
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
に
せ
よ
、「
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ス
ト
の
生
産
・

消
費
と
い
う
趣
味
を
共
有
す
る
人
」
と
い
う
具
体
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
に
せ
よ
、「
同

じ
人
」「
そ
の
人
」
と
い
っ
た
一
般
的
意
味
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
同
一
性
・
独
自
性
を

も
つ
人
び
と
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
後
述
す
る
が
、「
同
人
」
の
定
義
は
、

当
事
者
の
争
点
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
当
事
者
を
表
す
言
葉
と
し
て
、
基
本

的
に
は
「
参
加
者
」「
行
為
者
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。

（
２
）　　

コ
ミ
ケ
ッ
ト
準
備
会
に
長
く
か
か
わ
っ
た
岩
田
は
、
作
品
の
評
価
の
不
平
等
性
を
、
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
商
品
性
や
情
報
と
し
て
の
優
秀
さ
を
考
え
れ
ば
明
ら
か
か
と
思

い
ま
す
が
、
作
品
や
同
人
誌
は
等
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
個
々
人
の
評
価
と
い
う
差
異

は
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、
出
さ
れ
た
作
品
は
見
事
に
不
平
等
に
扱
わ
れ
ま
す
」（
岩
田 

2005: 

34
）。

（
３
）　　

本
稿
は
、
七
邊
（2005b

）
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
つ
つ
、
こ
れ
を
「
界
」
と
い
う
理

論
的
観
点
と
そ
の
後
の
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
よ
り
深
く
分
析
し
て
い
る
。

（
４
）　　

ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
芸
術
界
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
生
産
の
界
を
、「
裏
返
し
の
経
済
世

界
（Econom

ic W
orld Reversed

）」
と
呼
ん
で
い
る
（Bourdieu 1993

）。

（
５
）　　

ブ
ル
デ
ュ
ー
の
概
念
は
、
武
道
の
「
型
」、
た
だ
し
乱
取
り
や
試
合
の
中
で
実
際
に
そ

の
実
用
性
を
確
か
め
ら
れ
た
「
型
」
に
近
い
。
乱
取
り
の
中
で
型
が
動
き
の
中
に
溶
け
込

ん
で
い
る
の
と
同
様
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
概
念
も
経
験
的
研
究
の
中
で
は
溶
け
込
ん
だ
形
で

使
わ
れ
て
い
る
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
自
ら
の
概
念
の
こ
う
し
た
性
質
を
、「
開
か
れ
た
概
念
」

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
（Bourdieu &

 W
acquant 1992=2007: 130

）。

（
６
）　　

米
澤
の
次
の
言
葉
を
参
照
。「
コ
ミ
ケ
ッ
ト
は
表
現
者
の
た
め
の
場
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
求
め
て
く
る
層
は
、
商
業
誌
や
プ
ロ
の
マ
ン
ガ
家
に
は
な
い
新
し
い
面
白
さ
、
別
の

楽
し
み
を
見
つ
け
に
や
っ
て
く
る
の
だ
」（
米
澤 [1989]2000: 121-2

）。

（
７
）　　

岩
田
は
、コ
ミ
ケ
ッ
ト
の
表
現
至
上
主
義
的「
理
念
」に
対
し
、サ
ー
ク
ル
の
欲
求
の「
現
実
」

は
、「
私
を
見
て
」
と
い
う
承
認
欲
求
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
岩
田 2005: 12-34

）。

（
８
）　　

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
準
備
会
（2005: 293-4

）、
杉
山
（2008

）
を
参
照
。
こ
の

調
査
は
、コ
ミ
ッ
ク
文
化
研
究
会
（
代
表
・
杉
山
あ
か
し
（
九
州
大
学
准
教
授
））
と
コ
ミ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
準
備
会
が
コ
ミ
ケ
ッ
ト
六
六
参
加
者
を
対
象
に
行
な
っ
た
も
の
で
、
サ
ー

ク
ル
参
加
者
に
関
し
て
は37620

名
の
回
答
を
回
収
し
て
い
る
（
回
収
率72.3%

）。

（
９
）　　

同
人
界
の
論
理
は
、
明
示
的
に
存
在
す
る
規
則
で
は
な
く
、
暗
黙
の
ル
ー
ル
、
行
為
者

が
半
ば
無
意
識
的
、
実
践
的
に
従
っ
て
い
規
則
（
規
則
性
）
で
あ
る
。
こ
の
実
践
的
論
理
、

分
類
図
式
を
体
得
す
る
（
ゲ
ー
ム
の
セ
ン
ス
、
実
戦
感
覚
を
身
に
つ
け
る
）
こ
と
に
よ
り
、

同
人
ら
し
い
ふ
る
ま
い
や
考
え
方
を
自
然
と
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
界
の
賭

論
理
（
ル
ー
ル
）
を
分
か
っ
て
い
る
者
、そ
れ
を
遵
守
し
て
い
る
者
」
と
し
て
、

仲
間
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
批
判
か
ら
象
徴
的
利
益
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
が
常
に
良
く
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
は

考
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
大
き
な
理
由
は
も
ち
ろ
ん
、
同
人
誌
や
同
人
ゲ
ー
ム

の
制
作
に
、
時
間
的
・
経
済
的
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
そ
の
対
価
を
得
る
こ
と
は

良
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
経
済
的
利
益

を
第
一
に
求
め
る
こ
と
は
良
く
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
三
・
二
で
指
摘
し
た
よ

う
に
、「
好
き
だ
か
ら
」
作
っ
た
作
品
が
評
価
さ
れ
、
結
果
と
し
て
経
済
的
利

益
を
得
る
（
象
徴
資
本
が
経
済
資
本
に
転
換
す
る
）
こ
と
は
、
正
当
な
こ
と
と

見
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
無
私
」
の
行
動
の
結
果
と
し
て
獲
得
し
た
象
徴
資

本
は
、
正
当
な
対
価
と
し
て
の
経
済
資
本
に
変
換
さ
れ
る
（
19

）。

　

同
人
界
の
論
理
を
内
面
化
す
る
者
た
ち
の
行
動
は
、
自
己
利
益
の
最
大
化
と

い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
功
利
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
同
人
界
の
論
理

に
従
い
、
界
に
お
け
る
利
益
（
賭
け
金
）
を
得
る
た
め
に
（
そ
し
て
、
他
者
か

ら
の
批
判
を
避
け
る
た
め
に
）
そ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
（
合
理
的
計
算
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
半
ば
無
意
識
に
（
20

））。
ま
た
、「
自
己
利
益
を
最
大
化

す
る
た
め
」
と
い
う
と
き
、
多
く
の
場
合
、
そ
こ
で
追
求
さ
れ
る
「
利
益
」
は
、

第
一
に
象
徴
的
利
益
で
あ
り
、
経
済
的
利
益
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
経
済
的
利

益
の
追
求
と
思
わ
れ
る
行
為
（
売
上
や
儲
け
に
つ
い
て
語
る
こ
と
な
ど
）
は
極

力
避
け
、「
好
き
だ
か
ら
作
る
」
と
い
う
こ
と
を
何
よ
り
も
重
視
し
表
明
す
る
。

そ
し
て
、
あ
ま
り
も
う
け
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
お
金
に
な
ら
な
い
行
動
、

経
済
的
に
損
に
な
る
行
動
（
ほ
と
ん
ど
利
益
が
出
な
い
グ
ッ
ズ
を
作
る
、
一
般

流
通
﹇A

m
azon

な
ど
﹈
を
利
用
し
な
い
、
作
品
の
商
業
化
を
断
る
、
新
参
の

開
発
者
を
集
め
た
飲
み
会
を
行
う
な
ど
）
を
取
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、経
済
的
利
益
を
否
認
す
る
よ
う
な
行
動
（
戦
略
）
を
（
三
・
二
で
Ｆ
が
語
っ

た
よ
う
に
）
あ
え
て
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
経
済
的
利
益
を
追
求
し
て
い
る
」

と
い
う
他
の
「
同
人
」
か
ら
の
批
判
を
免
れ
つ
つ
、
象
徴
資
本
と
、
象
徴
資
本

の
「
正
当
な
対
価
」
と
し
て
の
経
済
資
本
を
得
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
の
で
あ

る
（
21

）。
　
四
　
結
論
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
理
論
的
枠
組
み
と
経
験
的
デ
ー
タ
の
分
析
に
基
づ

き
な
が
ら
、
次
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

①
同
人
界
の
論
理
が
、
経
済
的
利
害
‐
関
心
を
否
定
的
に
評
価
し
、
象
徴
的

利
害
‐
関
心
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
こ
と
。

　

②
同
人
界
の
論
理
を
内
面
化
し
た
行
為
者
が
、「
活
動
自
体
の
楽
し
さ
」
と
「
同

人
仲
間
内
で
の
人
気
・
承
認
の
獲
得
」と
い
う
象
徴
的
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
。

　

③
象
徴
的
利
害
‐
関
心
が
、
同
人
界
の
成
立
条
件
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
で
あ
る
こ
と
。

　

④
同
人
界
の
論
理
が
、
商
業
界
の
論
理
と
正
反
対
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
経

済
的
利
益
の
獲
得
を
目
指
す
者
は
、「
商
業
的
」
で
あ
り
「
同
人
的
」
で

は
な
い
と
、
同
人
界
で
は
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
。

　

⑤
象
徴
資
本
が
正
当
な
対
価
と
し
て
の
経
済
資
本
に
変
換
さ
れ
る
こ
と
。
そ

の
際
に
、
同
人
界
の
論
理
を
内
面
化
し
た
行
為
者
に
よ
っ
て
、
経
済
的
利

益
の
追
求
を
否
認
す
る
よ
う
な
戦
略
が
と
ら
れ
る
こ
と
。

　

こ
の
研
究
は
、
同
人
界
の
論
理
の
特
異
性
、
同
人
界
に
参
加
す
る
者
の
意
識
・
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説
明
す
る
）
サ
ー
ク
ル
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
法
人
の
存
在
を
公
に
し
て
い
な
い
。

（
18

）　　

同
人
界
以
外
の
論
理
（
評
価
基
準
）
を
も
っ
て
界
に
参
入
し
て
く
る
こ
と
は
、
同
人

界
の
論
理
を
尊
重
し
て
い
な
い
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。

（
19

）　　

フ
リ
ー
ゲ
ー
ム
開
発
者
の
よ
う
に
、
一
切
の
経
済
的
利
益
を
放
棄
す
る
者
も
存
在
す

る
。
彼
ら
は
、同
人
ゲ
ー
ム
開
発
者
を
、そ
の
さ
ら
に
「
左
」
か
ら
批
判
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
20

）　　

界
に
お
け
る
賭
け
金
を
得
る
た
め
の
戦
略
は
、
必
ず
し
も
言
語
化
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、（
こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
と
、
周
り
の
反
応
が
良
い
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
曖

昧
に
（
暗
黙
知
的
に
）「
体
得
」
さ
れ
行
使
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
21
）　　

芸
術
界
に
関
す
る
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
以
下
の
説
明
も
参
照
。「
芸
術
の
世
界
の
深
い
両

義
性
は
、
次
の
よ
う
な
事
態
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
資
本
の
乏
し
い
新
参

者
で
も
、
支
配
者
た
ち
が
象
徴
資
本
（
こ
れ
は
そ
の
後
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
経
済
」
資

本
へ
と
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
を
蓄
積
す
る
さ
い
の
根
拠
と
な
っ
た
価
値
観
［
経
済

的
利
害
の
否
認
］
を
担
ぎ
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
場
に
幅
を
き
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
他
方
で
は
、
こ
の
否
認
さ
れ
た
経
済
の
中
に
宿
っ
て

い
る
種
々
の
「
経
済
的
」
拘
束
を
考
慮
に
入
れ
、
こ
れ
ら
と
う
ま
く
妥
協
で
き
る
人
々
だ

け
が
、
自
分
の
象
徴
的
投
資
か
ら
象
徴
的
利
益
を
、
さ
ら
に
は
「
経
済
的
」
利
益
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
引
き
出
し
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と
」（Bourdieu 1992=1995: 238

）。
な
お
、

象
徴
資
本
は
、
社
会
関
係
資
本
（
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
所
有
と
結
び
つ
い
て
い
る
、

現
実
的
・
潜
在
的
資
源
の
総
体
（Bourdieu &

 W
acquant 1992=2007: 158

））
に

も
変
換
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
述
し
た
い
。

（
22
）　　

象
徴
的
利
害
‐
関
心
に
基
づ
く
、
文
化
資
本
の
身
体
化
の
過
程
の
分
析
に
お
い
て
は
、

「
教
養
」
の
習
得
（
教
養
主
義
）
に
関
す
る
研
究
（
筒
井 [1995]2009; 

竹
内 2003

な
ど
）

が
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
学
術
界
」
に
関

す
る
研
究
を
利
用
し
て
い
る
。

（
23
）　　

図
１
の
同
人
界
の
縦
方
向
で
は
、文
化
・
経
済
・
象
徴
資
本
だ
け
で
な
く
、参
入
時
期
（
古

参
／
新
参
）、
社
会
関
係
資
本
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
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―, Raisons pratiques: Sur la théorie de l

’action, Éd, du Seuil, Paris; 1994, 

en form
at de poche, Éd, du Seuil, Paris (collection Points Essais), 1996.  

（
＝
加
藤
晴
久
他
訳『
実
践
理
性
―
―
行
動
の
理
論
に
つ
い
て
』藤
原
書
店
、二
〇
〇
七
年
。）

―
―
―
―, Loïc J. D

 W
acquant, Réponses: Pour une anthropologie reflexive, 

Éditions du Seuil, Paris,1992.

（
＝
水
島
和
則
訳
『
リ
フ
レ
ク
シ
ヴ
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー

へ
の
招
待
―
―
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
社
会
学
を
語
る
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
七
。）

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
準
備
会
『
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト30's

フ
ァ
イ
ル　

1975-2005

』 

コ
ミ
ケ
ッ
ト
、
二
〇
〇
五
。

―
―
―
―
編
『
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
七
七
サ
ー
ク
ル
参
加
申
込
書
セ
ッ
ト
』
コ
ミ
ケ
ッ
ト
、

二
〇
〇
九
年
。

出
口
弘
・
田
中
秀
幸
・
小
山
友
介
編
『
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
論
―
―
混
淆
と
伝
播
の
日
本
型
モ
デ
ル
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。

Giddens, Anthony, Central Problem
s in Social Theory, M

acm
illan, London and 

Basingstoke, 1979.

（
＝
友
枝
敏
雄
・
今
田
高
俊
・
森
重
雄
訳
『
社
会
理
論
の
最
前
線
』 

ハ
ー
ベ
ス
ト
社
、
一
九
八
九
年
。）

七
邊
信
重
「『
純
粋
な
関
係
性
』
と
『
自
閉
』
―
―
『
同
人
界
』
に
お
け
る
オ
タ
ク
の
活
動
の
分

析
か
ら
」（
ソ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
編
集
委
員
会
『
ソ
シ
オ
ロ
ゴ
ス
』
二
九
、二
〇
〇
五
ａ
年
。）．

け
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
10

）　　

プ
ロ
ゲ
ン
ガ
ー
と
は
、
美
少
女
ゲ
ー
ム
の
原
画
を
描
く
仕
事
を
し
、
時
に
同
人
誌
即

売
会
に
も
参
加
し
て
い
る
人
の
こ
と
を
い
う
（
阿
島
編 2003: 112

）。

（
11

）　　

象
徴
的
利
益
の
追
求
と
い
う
同
人
界
の
論
理
の
内
面
化
の
度
合
い
や
、
経
済
的
利
益

の
追
求
に
対
す
る
距
離
は
、
３
・
２
の
図
１
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。

同
人
界
へ
の
参
加
者
に
は
極
端
な
文
化
志
向
か
ら
極
端
な
経
済
志
向
ま
で
、
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
（
図
１
の
横
方
向
）。
な
お
、
Ｃ
が
経
済
的
利
益
の
追
求
に
対
す
る
距
離

が
近
い
（
図
１
の
同
人
界
の
右
下
に
位
置
）
の
は
、
商
業
志
向
が
強
い
こ
と
（
ゲ
ー
ム
専

門
学
校
に
在
籍
し
、
ゲ
ー
ム
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
）、
九
州
在
住
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
同
人
誌
即
売
会
へ
の
参
加
歴
が
短
い
（
参
加
回
数
が
少
な
い
、
コ
ミ
ケ
ッ
ト
に

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
）
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）　　

同
人
誌
即
売
会
で
は
、「
売
れ
る
」
作
品
を
作
る
サ
ー
ク
ル
ほ
ど
外
周
に
配
置
さ
れ
る

た
め
、
即
売
会
で
の
配
置
は
同
人
界
で
の
象
徴
的
地
位
を
把
握
す
る
目
安
に
は
な
る
が
、

売
上
は
高
い
が
尊
敬
は
さ
れ
て
い
な
い
サ
ー
ク
ル
（
図
１
の
同
人
界
の
右
上
）
も
配
置
さ

れ
て
い
る
た
め
、
象
徴
資
本
の
配
分
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

（
13
）　　

同
人
界
の
論
理
の
内
面
化
過
程
に
つ
い
て
は
、
七
邊
（2005b

）。
な
お
、
同
人
界
へ

の
参
加
者
に
は
、
最
初
か
ら
象
徴
的
利
益
を
求
め
て
く
る
者
、
界
に
参
加
し
た
後
、
同
人

界
の
論
理
を
体
得
す
る
者
、
深
い
レ
ベ
ル
で
の
体
得
に
失
敗
す
る
者
の
い
ず
れ
も
が
存
在

す
る
。
た
と
え
ば
、
二
番
目
の
例
と
し
て
、
経
済
的
利
益
を
期
待
し
て
参
加
し
た
も
の
の
、

開
発
コ
ス
ト
の
割
に
あ
う
ほ
ど
儲
か
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
く
反
面
、
作
品
制
作
の
楽
し
さ

に
目
覚
め
た
同
人
ゲ
ー
ム
制
作
者
、
三
番
目
の
例
と
し
て
、
同
人
界
の
論
理
を
主
張
す
る

も
の
の
、
そ
の
言
動
・
行
動
に
矛
盾
が
あ
り
、
他
者
か
ら
は
「
商
業
的
」
と
見
な
さ
れ
て

し
ま
う
制
作
者
な
ど
が
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
検
証
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
は
、

（
と
り
わ
け
ゲ
ー
ム
制
作
に
お
い
は
）
作
品
制
作
を
開
始
し
た
年
齢
（
開
始
時
期
は
、
経

済
的
必
要
性
か
ら
の
距
離
と
関
連
す
る
。
幼
少
時
に
文
化
生
産
を
開
始
し
た
者
の
方
が
、

余
裕
を
も
っ
て
制
作
を
楽
し
む
傾
向
が
あ
る
）、
出
身
家
庭
の
環
境
（
文
化
・
経
済
・
社

会
関
係
資
本
）
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
14

）　　

こ
こ
で
い
う
仲
間
と
は
、
作
品
の
面
白
さ
が
理
解
で
き
る
人
、
趣
味
を
共
有
す
る
人

の
こ
と
で
、
作
品
の
価
値
、
元
ネ
タ
が
分
か
る
人
（
パ
ロ
デ
ィ
の
場
合
）
な
ど
の
こ
と
で

あ
る
。
な
お
、
万
人
向
け
を
目
指
し
た
作
品
、
特
に
鑑
賞
眼
が
な
く
て
も
理
解
で
き
る
作

品
ほ
ど
、
同
人
界
で
の
象
徴
的
価
値
は
低
下
す
る
（
図
１
の
同
人
界
の
右
側
）。

（
15

）　　

研
究
者
が
「
同
人
」
を
操
作
的
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、「
同
人
」
界
へ
の
参
加
資
格
そ
れ
自
体
が
、
界
の
中
で
一
種
の
賭
け
金
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
次
の
言
葉
は
、
こ
の
事
態
を
的
確
に
表
現
し
て
い

る
。「
界
の
境
界
と
い
う
問
題
は
つ
ね
に
界
そ
れ
自
体
の
な
か
で
立
て
ら
れ
て
お
り
、
し

た
が
っ
て
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」「
界
に
す
で
に
参
入
し
て
い

る
者
た
ち
は
、
入
場
料
を
上
げ
た
り
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
基
準
を
押
し
つ
け
た
り
し
て
、

現
在
の
参
入
者
や
潜
在
的
な
参
入
者
の
一
部
分
を
界
か
ら
排
除
し
よ
う
と
努
め
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
が
自
分
た
ち
の
考
え
る
界
の
根
本
法
則
に
刻
印
さ
れ
た
要
求
に
し
た
が
い
な
が

ら
、
Ｘ
や
Ｙ
は
社
会
学
者
じ
ゃ
な
い
と
か
、
本
物
の
社
会
学
者
じ
ゃ
な
い
と
い
っ
た
り
す

る
場
合
に
や
っ
て
い
る
の
は
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
で
す
」（Bourdieu 1994=2007: 

135. 

傍
点
は
原
著
者
）。
調
査
中
も
、「
○
○
は
同
人
で
は
な
い
」「
△
△
は
法
人
だ
か
ら
、

サ
ー
ク
ル
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
企
業
ブ
ー
ス
（
企
業
参
加
者
用
の
ス
ペ
ー
ス
）
に
行
く
べ

き
」
と
い
う
回
答
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、
当
事
者
自
身
に
よ
っ
て
、「
同
人
」
の
定

義
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
同
人
界
へ
の
参
加
資
格

の
定
義
と
そ
の
押
し
つ
け
自
体
が
、
界
の
中
で
賭
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
調
査
中
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
、
彼
に
有
利
な
「
同
人
」
の
定
義

を
、
意
識
的
、
あ
る
い
は
無
意
識
に
、
研
究
者
に
押
し
つ
け
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
研
究

者
は
こ
れ
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
が
界
の
ど
の
位
置
か
ら
語
っ
て
い
る

か
、
そ
の
定
義
か
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
が
得
る
利
益
に
つ
い
て
、
注
意
深
く
観
察
・
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
16
）　　

お
金
儲
け
の
た
め
に
、
そ
の
時
に
流
行
り
の
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
マ
ン
ガ
の
パ
ロ
デ
ィ
作

品
を
作
り
続
け
て
い
く
者
は
、「
イ
ナ
ゴ
」
と
呼
ば
れ
、作
品
へ
の
愛
が
な
い
と
批
判
さ
れ
る
。

（
17
）　　

大
手
サ
ー
ク
ル
に
は
、
経
済
的
利
益
の
追
求
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
同
人
誌
や
同
人

ゲ
ー
ム
の
売
上
や
制
作
費
の
管
理
、税
金
対
策
、社
会
的
信
用
の
た
め
、法
人
化
し
て
い
る（
と
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―
―
―
―
「
文
化
を
生
み
出
す
『
集
団
』
―
―
オ
タ
ク
現
象
の
集
団
論
的
分
析
か
ら
」（
現
代
社

会
理
論
研
究
会
『
現
代
社
会
理
論
研
究
』
一
五
、二
〇
〇
五
ｂ
年
。）

―
―
―
―
「
オ
タ
ク
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
戦
略
―
―
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
の
『
距

離
化
』
と
『
同
一
化
』」（『
民
衆
史
研
究
会
会
報
』
七
一
、二
〇
〇
六
年
。）

―
―
―
―
「
同
人
・
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
制
作
を
可
能
に
す
る
『
構
造
』
―
―
制
作
・
頒

布
の
現
状
と
そ
の
歴
史
に
関
す
る
社
会
学
的
考
察
」（『
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』
一
、

二
〇
〇
九
年
。）．

―
―
―
―
「
ゲ
ー
ム
業
界
に
広
が
る
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
の
流
れ
」『
デ
ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
の
教

科
書
』
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
、
二
〇
一
〇
年
。

岩
田
次
夫
『
同
人
誌
バ
カ
一
代
―
―
イ
ワ
え
も
ん
が
残
し
た
も
の
』
久
保
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

金
田
淳
子『
マ
ン
ガ
同
人
誌
の
文
化
社
会
学
』東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
修
士
論
文
、

二
〇
〇
〇
年
。

―
―
―
―
「
マ
ン
ガ
同
人
誌
」（
佐
藤
健
二
・
吉
見
俊
哉
編
『
文
化
の
社
会
学
』
有
斐
閣
、

二
〇
〇
七
年
。）

笠
間
千
浪
「〈
解
釈
共
同
体
〉
と
し
て
の
『
や
お
い
』
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
竹
中
恵
美
子
・
三
宅

義
子
編
『
日
本
社
会
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。

小
林
義
寛
「
テ
レ
ビ
・
ア
ニ
メ
の
メ
デ
ィ
ア
・
フ
ァ
ン
ダ
ム
―
―
魔
女
っ
子
ア
ニ
メ
の
世
界
」（
伊

藤
守
・
藤
田
真
文
編
『
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
―
―
番
組
・
視
聴
者
分
析
の
試

み
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
九
年
。）

メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト『
二
〇
〇
八
オ
タ
ク
産
業
白
書
』，メ
デ
ィ
ア
ク
リ
エ
イ
ト
、二
〇
〇
七
年
。

森
山
達
矢
「
同
人
誌
活
動
家
の
主
観
的
意
味
世
界
―
―
『
遊
び
』
と
し
て
の
同
人
誌
活
動
」（
杉

山
あ
か
し
編
『
ポ
イ
エ
ー
シ
ス
八　

コ
ミ
ッ
ク
同
人
誌
の
現
在
―
―
「
コ
ミ
ッ
ク
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
四
八
」
調
査
を
中
心
と
し
て
』
九
州
大
学
文
学
部
，
一
九
九
八
年
。）

村
瀬
ひ
ろ
み
「
オ
タ
ク
と
い
う
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
」（
小
林
直
毅
・
毛
利
嘉
孝
編
『
テ
レ
ビ
は
ど
う
見

ら
れ
て
き
た
の
か
―
―
テ
レ
ビ・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
い
る
風
景
』せ
り
か
書
房
、二
〇
〇
三
年
。）

永
井
純
一
「
オ
タ
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
に
み
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
能
動
性
―
―
メ
デ
ィ
ア
の
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
『
読
み
』」（
ソ
シ
オ
ロ
ジ
編
集
室
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
一
四
三
、二
〇
〇
二
年
）。

中
村
伊
知
哉
・
小
野
打
恵
『
日
本
の
ポ
ッ
プ
パ
ワ
ー
―
―
世
界
を
変
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
像
』

日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
年
。

奈
須
き
の
こ
・
竜
騎
士
〇
七「
ス
ー
パ
ー
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
―
―
竜
騎
士
〇
七
×
奈
須
き
の
こ
」

（『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
五
、
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
。）

名
藤
多
香
子
「『
二
次
創
作
』
活
動
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」（
玉
川
博
章
他
編
『
そ

れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ン
研
究
―
―I am

 a fan

』
風
塵
社
、
二
〇
〇
七
年
。）

瀬
崎
篤
弘
「
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
―
―
『
オ
タ
ク
』
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
」（
杉
山
あ
か
し
編
『
コ
ミ
ッ
ク
同
人
誌
活
動
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ズ
的
研
究
』

科
学
研
究
費
補
助
金
報
告
書
，
二
〇
〇
三
年
。）

杉
山
あ
か
し
編『
コ
ミ
ッ
ク
同
人
誌
即
売
会「
コ
ミ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」の
文
化
社
会
学
的
研
究
』

科
学
研
究
費
補
助
金
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
。

竹
内
洋
『
教
養
主
義
の
没
落
―
―
変
わ
り
ゆ
く
エ
リ
ー
ト
学
生
文
化
』
中
公
新
書
、二
〇
〇
三
年
。

筒
井
清
忠
『
日
本
型
「
教
養
」
の
運
命
―
―
歴
史
社
会
学
的
考
察
』
岩
波
書
店
、［
一
九
九
五
］

二
〇
〇
九
年
。

山
田
暢
子
「
女
性
同
人
誌
の
世
界
―
―
パ
ロ
デ
ィ
同
人
誌
と
『
ヤ
オ
イ
』
を
中
心
に
」（
杉
山
あ

か
し
編
『
コ
ミ
ッ
ク
同
人
誌
活
動
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ズ
的
研
究
』
科
学
研
究

費
補
助
金
報
告
書
、
二
〇
〇
三
年
。）

米
澤
嘉
博
「
世
界
最
大
の
マ
ン
ガ
の
祭
典
」『「
お
た
く
」
の
誕
生
！
』
宝
島
社
文
庫
、［
一
九
八
九
］

二
〇
〇
〇
年
。）

吉
田
達
「
マ
ン
ガ
と
ゲ
ー
ム
」（
渡
辺
潤
・
伊
藤
明
巳
編
『〈
実
践
〉
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
を
学
ぶ

人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
五
年
。）

（
二
〇
一
〇
年
二
月
十
三
日
受
稿
、
二
〇
一
〇
年
四
月
二
十
四
日
採
録
）
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